夜、 子守 子の バルカ は、 き、 とれない くら ゐの、 ひ 

くいこ ゑで、 子守歌 をうた ひながら、 赤ん坊の ねて ゐ 

る ゆり 籠 を ゆすぶ つて ゐ ました。 

「ねんく よう。 

ねん/ \ ようご 

神 だな の 前に は、 ランプが 緑い ろに ともって ゐ ます。 

壁から 壁へ、 細い ひもが かけわたし てあつて、 赤ん坊 

の 着物 や、 大きな ズボンな どが、 うす 黒く ぶらさがつ 

てゐ ます。 ランプの つるして ある ま 上の 天井が、 まる 

く、 大きく、 緑い ろに か、 V やいて、 赤ん坊の 着物 ゃズ 

ボンの 影 を、 長く、 ゆり 籠の 上 や、 うづく まって ゐる 



バルカの 肩の 上に、 おとして ゐ ます。 

火影が ゆれる と、 天井の まるい あかる みやいろ く 

な もの、 影が、 まるで 風に あ ふられた やうに ゆらゆら 

します。 部屋の 中 は 息が つまる やうに 静かで、 ス ー プ 

と 靴のに ほひが して ゐ ます。 

赤ん坊が ひい/^ 泣きます。 あんまり 泣きに 泣いて 

もう 声 も かれ，^ になって ゐ るのに、 それでも まだ 泣 

き やみません。 いつにな つたら 泣きたり るので せう。 

バルカ はねむ くて くた まりません。 

頭 はたれ 下り、 頸 はつ ッぱ つて 苦しくな り、 まぶた 

も 唇 も、 動か なくなりました。 顔 は ひからびて、 石の 



やうに こ は y つて ゐ ます。 頭が、 まるで ピンの 頭 ぐら 

ゐ にち、 V こまって しまった やうな 気がします。 

「ねんく よう。 

ねん/ \ よう。」 

バルカ は、 とぎれ/ \ にうた ひました。 そこいらで 

こ ほろ ぎが チル チル/ \ と 鳴いて ゐ ます。 となり 

の 部屋から は、 親方と お かみさんの いびきが き ， J えま 

ランプが ゆらぎました。 緑い ろの あかるみと 物の 影 

とが、 あちこちと 動き ま はって、 バルカの 動かない 目 

の 中に、 そっと すべりこみました。 すると、 ねむり か 



けて ゐる バルカの 頭の 中には、 さま，^ な まぼろしが 

うかびました。 —— 

空 を、 雲が 赤ん坊の やうに 泣きながら、 きれん \ に 

なって とんで いきます。 と、 風が ふいて 来て、 雲が き 

えて、 こんど は、 どろく にぬ かった 広い 路 がみえ 出 

しました。 路の両 が はに は、 つめたい もや をと ほして 

岡が みえます。 不意に、 だれ だか、 袋 をし よった、 影 

の やうな 人が、 グ シャツと ぬかるみで ころびました。 

「どうしたの？」 と バルカが きくと、 

「ねむ るんだ。 ねむ るんだ よごと 答へ ます。 と、 電線 

にと まって ゐる 烏が、 赤ん坊の やうに 泣き わめいて、 



ねむった その 人 をお こさう とします。 

「ねんく よう。 

ねん/ \ よう。」 

バルカ はまた つぶやく やうに うた ひます。 すると、 

こんど は、 じぶんが、 まつ 暗な、 息の つまる やうな 家 

の 中に ゐる のがみ えて 来ました。 

床の 上に はお 父つ あんがね てゐ ます。 お 父つ あん は 

とても ひどい ぜんそくで、 息をする の もやつ とです。 

むろん 口 もき けません。 た > 息 を はくた びに、 車の や 

うな ひ、 V きがの どから もれる ばかりです。 

「ぐる S > ぐる、、 ぐる、、 」 



お 医者 さまが いひます。 

「う、、 ぐる、、。 ぐる/ \ ごとお 父つ あんが 答へ ま 

す。 お母さん がかへ つて、 マッチ を さがし はじめ まし 

た。 

「先生 さま、 ぢ きで ごぜえ ます。 ぢ きで ごぜえ ます ご 

お母さん はかう いひながら、 ろうそく をと もして、 

おもてへ とび 出して、 先生と 一し よに もどって 来 まし 

た。 

「どんなぐ あ ひだ ご お 医者 さま は、 病人 を のぞきこん 

で 聞きました。 

「おい、 おかみさん、 おまいた ち は 病人 を ほつ ぼり 出 



夜が あけて、 はれん \ とした 朝が 来ました。 お 母 さ 

ん はお 父つ あんの ことが しんぱい なので、 病院へ いき 

ました。 

と、 赤ん坊が 泣いて ゐ ます。 その そばで、 だれか y 

歌 をうた つ てゐ ます。 

「ねんく よう。 

ねん/ \ よう。」 

お母さん がかへ つて 来ました。 

「ゆん ベ はよ かった のに ご とお 母さん は、 す、 リ 泣き 

をしながら つぶやきます。 

バルカ は 胸が 一 ぱいに なって、 森の 中へ いって、 ひ 



とりでし く/ \泣 きました。 

「お 父つ あん は 死んで しまった。 ぉゝ、 お 父つ あんご 

ご つん、 と 頭 をぶ たれて、 はっと バルカ は 目が さめ 

ました。 目の まへ に は、 親方が 立って ゐ ます。 

「やい、 なに をして やが るんだ。 坊やが 泣いて ゐるぢ 

やねえ か。 ねむる やつが あるか ご 

親方 は、 またび しゃんと バルカの 頰を なぐりつけ ま 

した。 バルカ は、 またう と/^ と ゆ リ籠を ゆすぶって 

子守歌 をうた ひ 出します。 部屋の 中の 影 はぶる/ \ と 

ふるへ うごいて、 バルカに まばたき をして みせ、 すぐ 

に 又 バルカの 頭の 中に すべりこんで、 まぼろし になり 



ました。 

「まだ 泣いて るよ、 この 子 は。 魔が さして るんだ よご 

バルカ は、 赤ん坊 を また ゆり 籠に 入れて、 ゆすぶり 

はじめます。 部屋の 中には、 もうなん の 影 もない ので、 

まぼろしが のりうつ、 てく る こと もありません. その 

か はり、 た >、 ねむくて たまりません。 バルカ はねむ 

気 をお ひ はら はう として、 籠の はしに 頭 をお しっけて 

頭で 籠 を ゆすぶります。 それでも すぐに まぶたが たる 

んで、 頭が おもくな つて 来ます。 

「バルカ、 スト ー ブを たきつけろ いご 

戸の むかう から、 親方が どなりつけます。 さあ、 い 



バルカ は 床に 膝 をつ いて 靴 をみ がき はじめます。 こ 

の 大きな 靴の 中に 頭 を っッ こんで ぐう/ \ ねむったら、 

どんない、 気持で せう。 かう 思 ふと、 急に 親方の 靴が 

ふくれあがって 部屋 一 ぱいに ひろがり だしました。 は 

つと して、 バルカ は 靴ブラシ をお としました。 けれど、 

すぐ また 頭 を ふると、 きょろきょろと あたり をみ ま は 

しました。 なんにも 大きくな り はしな いぢ やない かと 

い つた 顔つきです。 

「バルカ、 おもて をお はきよ ご 

バルカ は、 おもて を はくと、 もう 一 つ 店の スト ー ブ 

に 火 をお こして、 こんど は 台所へ かけて いきました。 



台所に は、 いろんな 仕事が バルカ を まち かまへ てゐま 

す。 なかで も、 ジャ ガイ モの 皮む きが ひと 仕事です。 

バルカ は 目が ちら/^ して、 ナイフ を すべりお としま 

した。 すると、 両 そで をた くしあげた、 体の がん じょ 

うなお かみさんが、 頭が われる やうに どなりつけます。 

それが すむ と 朝 ごはんのお 給仕 をして、 縫物 をして、 

それからお 午に なり、 夕方になります。 

だん/^、 くらくな つてい く 窓 をみ てゐ ると、 バル 

力 は、 なぜ だか じぶんで も わからな いなりに、 ひとり 

でに ほ、 えまれて 来ます。 今に ぐっすり ねむれる よと、 

かう、 くらやみが 言って くれる やうに 思 はれる からで 



親方 もお かみさん も、 寝床へ はいって しま ひました。 

「バルカ、 ゆ リ籠を ゆすぶり なご 

一 ばんお しま ひの 命令です。 

こ ほろ ぎが チル くくと 鳴いて ゐ ます。 天井で ぶ 

る/^ ふるへ てゐる 緑い ろの あかるみ。 ズボン や 赤ん 

坊の 着物の 影。 バルカ は、 そのうちに、 また まぼろし 

をみ るので した。 

「ねんく よう。 

ねん/ \ ようご 

バルカ はつぶ やく やうに うた ひます。 赤ん坊 は 泣い 

て 泣いて、 へと/^ になっても 泣きつ y けます。 バル 
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